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団 長 会  記 録 

 

１ 開催日時 令和元年６月12日(水) 10:50～11:00 

２ 開催場所 新庁舎８階 議会中会議室 

３ 出席者 

(1) 出席議員 

議長 梅沢裕之、副議長 渡辺ひとし、自民団長 しきだ博昭、立民団長 てらさき雄介、 

公明団長 佐々木正行、民主団長 近藤大輔、県政団長 相原高広、共産団長 井坂新哉 

(2) 議会局出席者 

局長 和泉雅幸、副局長兼総務課長 谷川純一、管理担当課長兼総務課副課長 小野関浩人、 

経理課長 奥澤陽一、参事兼議事課長 霜尾克彦、政策調査課長 田中一朗 

４ 議  題 

(1) 新たな検討組織の設置について 

議長から、政務活動費に関する新たな検討組織の設置について、次のとおり発言があった。 

  ア 前期、自民党県議団及び公明党県議団の連名で、政務活動費の見直しに関する要望が、議長あて

提出された。 

イ 政務活動費について、社会情勢の変化やその運用状況などに留意しつつ、不断の見直しが必要で

あると考えている。 

ウ 見直しを検討する場だが、会派交付の選択が可能など、会派が大きく関与することから、団長会

のもとに、検討の場を設けたいと考える。 

エ これらも踏まえ、より専門的かつ機動的な協議を行うための、検討組織を設置できる旨の規定を、

団長会規約に加え、当該検討組織で協議願い、その結果を踏まえ、改めて団長会で協議したい。 

オ こうした考えに基づき、団長会規約の改正案、政務活動費に係る検討組織の設置に関連する要綱

等の案について、議会局に案を作成させた。 

議会局から、資料に基づき、説明。 

次いで、議長から、これらについて各会派持ち帰りの上、ご検討願い、6月19日(水)代表質問３日

目までに報告願いたい旨の発言があった。 

(2)  青い羽根募金について 

議会局から資料２により、次のとおり説明があった。 

ア ＮＰＯ法人神奈川県水難救済会から、青い羽根募金について協力依頼があったこと。 

イ 例年実施している青い羽根募金を今年も実施すること｡ 

ウ ６月26日(水)(常任A)～７月８日(月)(本会議最終日)まで、正副議長応接及び各交渉会派控室に

募金箱を設置したいこと。 

エ ７月８日(月)(本会議最終日)の本会議に青い羽根をつけて出席願いたい旨の依頼があったこと。 

議長から、｢青い羽根募金｣について､協力することにしたいので､各会派での周知をお願いしたい旨、

発言があった。 

(3) 情報公開請求について 

政務活動費の情報公開請求 ２件について、次のとおり議長から報告。  

ア 平成 24～29 年度の証拠書類等の写しの請求については、保存期間５年を経過した、平成 24 ～

25 年度については、不存在であり、平成 26～29 年度分について、従前の処理と同様、個人情報を

除いて公開を決定した。 

イ 平成26～29年度の証拠書類等の写しの請求については、従前の処理と同様、個人情報を除いて公

開を決定した。 

以上 


